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金沢大学重力データベースの公表

http://earth.s.kanazawa-u.ac.jp/gravity_database.html本多・他（2012） 測地学会誌



重力データベースのデータ分布

1972年〜2013年7月

19894点

北陸地方で特に密



重力データベース公開後の重力測定（赤丸）

2013年8月〜現在

2590点



重力異常データの解析事例

新潟平野東縁断層帯

2016年熊本地震
布田川断層帯・日奈久断層帯

富来川南岸断層

庄内平野東縁断層帯

珠洲市付近長者ヶ原ー芳井断層

森本・富樫断層帯



Wada et al. (2017) EPS

月岡断層帯と櫛形山脈断層帯は地下構造としては連続である
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水平一次微分 鉛直一次微分

想定最大地震規模 M7.0 → M7.4

新潟平野東縁断層帯



2016年熊本地震

ブーゲー異常の分布パターンが日奈久断層帯
（日奈久区間）を挟んでずれている

→ 右横ずれ変位の累積性

布田川断層帯 日奈久断層帯

地震発生前の既往データでどこまで分かるか

Matsumoto et al. (2016) EPS



・日奈久断層帯に沿った構造境界は布田川断層帯に比べると不明瞭
・ 高野－白旗区間では断層に沿った構造境界は検出されない

→ 縦ずれ成分の累積が少ない

水平一次微分 鉛直一次微分

Matsumoto et al. (2016) EPS



構造次元指数

TDX：日奈久区間と高野－白旗区間のセグメント境界
（震源域の南西端）付近に北西－南東方向の構造境界

次元指数：上記の領域に3次元的構造←断層の２次元的な連続性が弱い

地質境界に対応＝セグメント境界の実態、破壊域を規制

Matsumoto et al. (2016) EPSTDX 次元指数



水平一次微分

南東傾斜の逆断層

HDとTDXの極大域およびgzzのゼロ線：
断層の南東側に位置
地表トレースにほぼ平行・サイズも同程度

ブーゲー異常やgzzは断層の南東側で高い値

地表トレースと同程度の長さの基盤断層構造

周囲の活断層との連続性は無い

鉛直一次微分

富来川南岸断層

Hiramatsu et al. (2019) EPS

陸域＋海域の重力データ



鉛直変位を伴う断層構造

高HD > 2 mGal/km

低Di < 0.5

上記の条件を満たす領域で重
力勾配テンソルから傾斜角を
計算（Kusumoto, 2017）

富来川南岸断層の傾斜角
45〜60 度
高角な逆断層

2次元的 3次元的

水平一次微分

次元指数

傾斜角

Hiramatsu et al. (2019) EPS

Db (m) Dt (m) L (m) θ (°) Δρ (kg/m3)
1300 500 1600 55 400 （固定）



Tanaka et al. (2021) Exploration Geophysics重力異常図

庄内平野東縁断層帯

傾斜角の議論には注意： 先験的情報が必要



45度方向微分

長者ヶ原ー芳井断層

重力異常

左横ずれの断層運動の重力異常

インバージョンテクトニクス

現在は右横ずれ



地震データ： 気象庁 2018/01/01–2021/10/07

活発な地震活動が継続する珠洲市付近の重力異常

中新世の火山活動による
カルデラ構造の可能性
（山崎・河野, 1973）
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3次元密度構造解析結果

密度差 -600 kg/m3の場合、右図の結果を
示すモデルが(観測値ー計算値）の二乗和
が最小となる

飯塚低重力域は、
長半径（東西方向）4000 m
短半径（南北方向） 3000 m
深さ 500 m
の東西に長い凹み構造

鵜飼低重力域は、
長半径（東西方向）4000 m
短半径（南北方向） 3000 m
深さ 600 m
の東西に長い凹み構造



DD法による震源再決定
2018–2022/07/31

中新世の火山活動による
カルデラ構造の可能性
（山崎・河野, 1973）

高角な震源分布

傾斜角75°カルデラ構造
日本海拡大時の火山
活動のマグマの通り
道を使って流体が上
昇している可能性
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環状の震源分布

中新世の火山活動時の
環状岩脈



森本・富樫断層帯における重点的な調査観測

森本・富樫断層帯周辺において、既存
の重力探査情報を踏まえ、より高密度
の重力探査を実施し、断層帯近傍の断
層姿勢や周辺断層帯との関係を拘束す
る重力異常に基づく地下構造調査を行
う。また、反射法測線等での調査を行い、
重力探査に基づく地下構造モデルの信
頼性向上を図る。

サブテーマ１.２
重力探査に基づく地下構造調査
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既往測定点（金沢大学）の測定年代
1972-1979

1980-1989

1990-1999

2000-2006

2007-2021（GNSS使用）

l金沢大学の既往データは
測定日が特定可能

lGNSS導入前の測定データでは
位置決定精度が悪い可能性

l森本・富樫断層帯周辺はほぼ
GNSS導入以前のデータ
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